
（10月まで）日本時間：4:00-6:00pm　ｳｸﾗｲﾅ時間：10:00-12:00am
（11月から）日本時間：5:00-7:00pm　ｳｸﾗｲﾅ時間：10:00-12:00am

回

　７月　９日（日）

第１７回

１１月１２日（日）
【ｷｰﾜｰﾄﾞ】産業技術教育、教育支援、研究支援、人材育成、遠隔研修
【詳細】本研修全般を通しての成果発表会を行い、まず改善すべき内容や追加すべき内容を検討する。次に、今
後のウクライナの産業技術教育の展開と充実に向けた検討を行い、今後の協力体制と協力内容と方法を、研修関
係者と共に、具体的に検討していく。

講義
領域

題目

まとめ

成果発表と次に向けて

第１３回

１０月　８日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】コンテンツビジネス、3DCGアニメーション、セルルックアニメ、ゲーム
【詳細】日本のコンテンツデザインの中核であるアニメとゲームの経済的位置づけ、2Dアニメーションと3DCG技
術やゲーム技術の結びつきと日本独自のスタイルの追求について紹介する。

１０月　１日（日）

第１０回

第１１回

第１５回

１０月２９日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】ユネスコ、ESD、SDGｓ
【詳細】ユネスコの発足と憲章について紹介し、世界における活動内容と方法を具体的に説明する。また、現時
的なテーマであるESDならびにSDGsについて、ユネスコの使命と立場、ならびにその推進について、特に南アメリ
カとカリブ海地域の特徴と課題を中心に、データを呈示しながら進めていく。

講義
領域

題目

産業技術教育の基礎

UNESCO's View and Initiatives

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】産業機械，移動ロボット，建設機械，自動化，最適化，省エネルギー制御，振動制御
【詳細】工作機械，産業ロボット，建設機械など日本の産業機械は性能や信頼性が高く評価され世界中で広く利
用されているが，緊急性が高まっている環境・資源エネルギー問題，労働人口減少問題などへの対応のために，
講演者が主に企業との共同研究として取り組んできたシステム工学的な観点からのアプローチを紹介する。

　９月２４日（日）

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

視覚の科学と技術

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

システム工学の応用による産業機械の高性能化　

　７月　２日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】高等教育、科学者、社会的責任
【詳細】日本の高等教育と科学者の社会的責任について、日本の高等教育の概要（日本の高等教育の特徴、家計
負担と高等教育、研究活動）、そして物理学者の立場から、日本国憲法、日本の現実、2015 年以降の学術界の動
向、核兵器と今日の世界、ロシアによるウクライナ侵攻、ザポリージャ原発について説明する。

第７回

　６月１１日（日）

第４回

　６月１８日（日）

第８回

第９回

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】視覚、認知科学、可視化、ハイパースペクトルイメージング
【詳細】人間の視機能の理解とそれを基盤とした応用技術について紹介する。特に、人間には見えない波長帯域
に含まれる。様々な情報を可視化することで、食品品質や安全性、肌質感等の可視化が可能であることを紹介す
る。

　６月２５日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】工学教育、理工学教育、ものづくり教育、研究紹介
【詳細】私学として中部大学の特徴と、そのなかでも特に工学部、理工学部についての教育内容や研究状況を紹
介する。東海地方の産業にはものづくり教育が欠かせないが、ものづくりの合理化に必要な設計・生産のIT化、
並びにそれに関する研究について、最新情報を交えて概説する。

第５回

工学・理工学の推進
講義

題目

講義
領域

題目

高等教育機関の運営

科学者の立場から

第６回

ウクライナ支援遠隔セミナ－カリキュラム

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】初等・中等教育、技術教育、工業教育、教育課程
【詳細】日本の初等・中等教育における技術教育と工業教育を、教育制度と共に紹介する。そして、社会の基盤
としての産業技術教育のあり方を実際の学校教育の様子を示して検討していく。また、産業技術教育に関する国
際協力の内容と方法やＥＳＤ・ＳＤＧｓの理念と実践を説明する。

　６月４日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】デジタル人材、専門職大学、名古屋国際工科専門職大学（IPUT）
【詳細】本発表では、日本の新たな人材開発方法として、IPUTについて概説する。内容は、発表者の自己紹介、
日本の大学事情に関する簡単な調査、専門職大学の誕生の社会的背景、IPUTの紹介、IPUTの3つの方針とカリキュ
ラム、地域共創デザイン実践、現場実習研修、結論として「私たちが求めているもの」である。

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】高等教育、技術科学、研究推進、地域貢献、新産業創出
【詳細】日本における技術科学教育と新産業創出に向けた研究推進、それらによる地域貢献について紹介する。
特に、世界と繋がり、地域社会に貢献し、世界に発信する大学を目指す豊橋技術科学大学における技術科学教
育・研究の推進について説明する。

各回の内容

第３回

２０２３年度

講義

講義

講義

領域
第１回

第２回

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】科学技術イノベーション基本計画、研究力の強化、高度人材育成
【詳細】日本の科学技術と政策課題について取り上げます。特に、日本の科学技術の現状、第6期科学技術イノ
ベーション基本計画（2021ー2025)とそれに基づく大学の研究力強化など関連政策の展開について紹介します。

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】脱炭素，粉体工学，界面化学，材料科学
【詳細】セラミックス製造前製造工程において排出される二酸化炭素の約60％が焼成工程de発生する。この問題
解決方法の一つとして、我々の研究グループでは、焼成工程無しでセラミックスの様なものを作製できる無焼成
固化に注目し研究を行っている。本発表では無焼成固化法とその可能性について紹介する。

　７月２３日（日）

　９月１７日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】メカトロニクス、リハビリテーション、運動機能回復、健康増進、支援技術、医工連携
【詳細】2025年には日本国民の約5人に1人が75歳以上になると予想されている。ヘルスケア分野のイノベーショ
ン創出のためにリハビリや健康増進のための支援技術を開発している。脳卒中片麻痺患者の機能回復のため、高
齢者のフレイルの予防、早期発見、治療のために我々が開発した支援ロボット&デバイスを紹介する。

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

リハビリテーション支援ロボット

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

第１６回

１１月　５日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】働く世代の健康問題、戦時の健康問題、労働衛生、メンタルヘルス、うつ病、ストレス、自殺予防
【詳細】①生活習慣病やがん、動脈硬化などのは働く世代の健康問題と戦時の健康問題についてお話しします。
②うつ病やストレスのメンタルヘルスへの影響等、戦時のメンタルヘルス問題や身近なメンタルヘルス問題につ
いてお話します。

講義
領域

題目

心と体の健康

健康の保持と推進

１０月１５日（日）

第１２回
【ｷｰﾜｰﾄﾞ】工業デザイン、組織と意思決定、アイデア発想、コンセプト、製品開発プロセス
【詳細】製品開発において、アイデアの発想やその選択は大切であり、それにより、製品開発の展開がより明確
となり、意思決定もスムーズに展開できると思われている。その具体的な工業製品におけるデザインの重要性を
紹介する。

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

工業製品におけるデザインの意義とその展開

第１４回

１０月２２日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】分子状水素、健康寿命、ミトコンドリア機能、mtUPR
【詳細】分子状水素は、酸化ストレス軽減作用、抗炎症作用、抗アポトーシス作用があることから、医療用ガス
として臨床応用が期待されている。本講義では、水素の生体保護作用とその分子メカニズムについて、最新の話
題と研究成果を紹介する。

領域

題目

高等教育機関の運営

技術科学教育・研究の推進

高等教育機関の運営領域

題目

産業技術教育の基礎

初等･中等教育の技術･工業教育

領域

題目

高等教育機関の運営

新構想－工科専門職大学

日本の科学技術イノベーション政策

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

セラミックスは焼かずに作れるか？

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

産学連携に基づくメカトロニクス製品の制御技術開発

　７月１６日（日）

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】メカトロニクス，制御技術開発，産学連携
【詳細】メカトロニクス技術は我が国が世界をリードする要素技術の一つであり，グローバルなものづくり産業
を支えている。本講義では，講師が永年に亘って産学連携共同研究を通じて実践してきたメカトロニクス製品の
制御技術開発について，実例を交えて紹介・説明する。

講義
領域

題目

高等教育機関の教育と研究

分子状水素の生体保護作用

講義
領域 高等教育機関の教育と研究

日本のコンテンツビジネスにおけるアニメと

ゲーム制作ならびにデザイン的特徴題目


